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　頂いた感想は、広報紙の参考
とさせていただきます。

▶アンケートは、右
のコード (Google
フォーム ) からご回
答ください。

広報塩尻の感想を
お聞かせください
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追求できることが陶芸の魅力。まずは自分の作りたい物から
T
ト ゲ ト ゲ

OGE２クラブ

　平成元年に、中央公民館の陶芸教室に参加していた
人たちで立ち上げたTOGE２クラブは、３０～８０代の９
人で活動。「思ったとおりの物ができない難しさはあ
りますが、完成した時は喜びもひとしお。もっと上手
に作りたいと思い追求し続けられることが、陶芸の魅
力だと思います」と、代表の小澤義忠さん。小澤さん
は、粘土で物を作ってみたいと思い３０代から陶芸を始
めて３７年。「初めての人は皿や茶碗など自分が作りた
い物から始めると良いですね。若い時に趣味を持つの
は大切」と、陶芸の楽しさなどを語ります。
　取材したこの日は、会員４人が自分の作品作りと向
き合い活動。粘土をこねたり、ろくろを回したりして
塩尻市民文化祭に出展する作品を作り始めました。
新規会員を随時募集中です！

■活動日時　毎週水曜日　18：３0～２１：０0
■場所　塩尻総合文化センター２階陶芸絵画室
■参加費　○入会金　５, ０００円
　　　　　○参加費　月２, ０００円（材料費など）
■問い合わせ先　御菓子司一誠堂（小澤）　☎０２６３�５９６６

　４月から、市公式LINEの機能が増え
ました。既に約３万人もの皆さんが利
用していて、その多くが塩尻市民です。
お得な情報やイベント、災害情報など、
市民生活に役立つ情報が届きます。
　まだ利用していない人は、ぜひこの
機会に友だちになりませんか。
■■主な変更点主な変更点　
　○塩尻市の行政情報について、AIチ
　　ャットボットに質問することがで
　　きます。２４時間３６５日、AIが自動
　　で回答します。
　○トップページのメニューボタンを
　　変更し、季節の話題などにもすぐ
　　にアクセスできます。

「塩尻市の今」が手のひらに！
～市公式LINEの機能が増えました～

◀こちらのコ
　ードで友だ
　ち登録して
　ください。

自由に質問を
入力できます。

AIがいつでも
回答します。
回答できない
場合は、市役
所の連絡先を
表示します。

よく見られる
情報は、メニ
ューボタンか
らすぐにアク
セスできます。
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